
Book1 

TOEICテストで高得点：チャンクで伸ばすリスニング 
著者：椎名紀久子 出版社：角川SSコミュニケーションズ 
コメント：「チャンク単位」の聞き取りを重視したTOEICのリスニング力養成に 
役立つテキストです。実際のTOEICのリスニングテストに頻出するトピックと 
表現を厳選して、チャンク単位で聞き取りの長さを少しずつ伸ばしながら、 
聞き取りの精度を徐々に高められるようにタスクが作成されています。Part４を 
終わる頃には聞いた順に理解していく「直聞直解」の力が養成されているはずです。 
Book2 

英語教育の科学 : コミュニケーション能力の養成を目指して 
著者：竹蓋幸生 出版社：アルク 
コメント：英語のコミュニケーション能力、特にリスニング力を効果的に養成 
する指導システム」を開発した著者は、基礎的な研究を多数行って、ヒント 
情報として「チャンク」を与えることの有効性をデータで証明している。第6章 
には椎名他による実験研究の結果が分かりやすく解説されているので、 
英語を科学的に学習したい学生に一読していただきたい。 
Book3 

CAN‐DOリスト作成・活用  英語到達度指標CEFR‐Jガイドブック 
編集：投野由紀夫（Q9 Q37椎名紀久子著） 出版社：大修館書店 
コメント：CEFR(欧州言語共通参照枠)が採用した「CAN-DOリスト」形式に則り、 
日本人学習者の英語到達度指標「CEFR-J」を示した概説書。CEFR-JのCAN-DO 
リストの内容をレベル・スキル別に詳しく解説し、CAN-DOリストの作成や指導へ 
の活用にも役立つ。 特にQ37は日本人のリスニング力について、CEFRの基準 
からみるとどのレベルであるかについてのCAN-DOの実験結果が記載されている。 
Book4 

チャンク英文法：文ではなくてチャンクで話せ! 
もっと自由に英語が使える 
編者：田中茂範ほか 出版社：コスモピア 
コメント：チャンク単位の学習はスピーキング力やリスニング力の育成に 
役立つとしている。なぜなら、「チャンク」はいくつかの単語が文法的に正しく 
結合した「意味の断片」なので、それらを徐々に繋げていけば、文法的に 
正しい英語の文を話せるし、「リスニングも聞こえた順に」わかるようになるとしている。 
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